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現実ײをࣗࡏにૢΓਓの能ྗを֦ுする

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ਓؒの知֮・ೝ知・心理・身体機能などにڧい関心があり、ਓ類を科学技術でもっと޾せにしたいと͑ߟていること。ものͮくりが
。にΞϨϧΪーがないことޠさがあること。数学とӳڧきで、ఘめない೪り޷

研究室の指導方針
　様々なഎܠの学生がूうので、配属後はV3ܥのものͮくりのチームプロジェクトに参画し、基礎的な技能やڠௐ性をཆってもらいま
す。研究テーマは学生のر望をଚ重し、スΩϧや経験をߟ慮してじっくり決めていきます。画૾ॲ理、電子ճ࿏、ロϘットなど、一ਓͻ
とりの得意分野を活かし、社会での実用を視野にೖれつつ、ੈք的な研究となるようみんなでҭてていきます。ཹ学生や֎国ਓ来๚者、
ւ֎との共同研究が多いので、ӳޠでのίミϡχέーションを楽しめる姿勢をҭみます。最終的に最೉関の国ࡍ会議や論จࢽへの౤ߘ
を目ࢦします。

この研究で身につく能力
　大学Ӄで研究するということは、そのトϐックでੈքのφンόーϫン、オンリーϫンになるということです。自身の研究の価஋をઆ໌し、
科学的にূݕする必要があります。そのために必要な、ྑいΞイデΞを生む発૝力、ΞイデΞを۩ݱ化する実行力、それをਓに఻͑る
発信力は日々の研究活動で自વに஁͑られます。޾い֦ுݱ実ײやόーチϟϧリΞリティ、画૾ॲ理、機械学習、それらを࢖ۦしたਓ
֦ؒுなどの技術はࡏݱ大ม஫目をूめています。これらはࠓ後数े೥ؒ、ਓ類の޾せとはԿかを問いなおすような大きな社会ม革の
ͥ。められるਓ材になるでしΐうٻ動力となる֩心的技術です。その先୺技術を学んだ皆さんは、必ず社会からݪ ͻ大きなϏジョンを持っ
て活躍して΄しいとئっています。

修了生の活躍の場
　मྃ生はത࢜後ظ課ఔへの進学のଞ、ύφιχック、෋࢜通、リίー、IB.、ιχーなどの電機ܥ、NTTίミϡχέーションζ、サイόー
Τージェント、Ϡフー、DeNAなどの通信・ITܥに多く就職しています。

研究内容　
ʲԿΛͯ͠ڀݚ ͍ΔͷͰ͔͢ʁʳ
　ʮαΠόωςΟΫεʯ͸ਓͱγεςϜΛ౷一తʹѻ͏ֶ໰ͷ͜ͱͰ ɻ͢ʮϦΞϦςΟֶ޻ʯ͸ݱ実ײΛૢ作͢Δ͋ΒΏΔٕज़Λ૯শ͢Δ଄
Ͱޠ ɻ͢αΠόωςΟΫεɾϦΞϦςΟࣨڀݚֶ޻Ͱ͸ɺ਎ʹ͚ͭΔ͜ͱͰݱ実ײΛࣗ由ࣗࡏʹૢ作͠ɺ৽ͨͳೳྗΛ֫ಘ͢Δɺਓؒʹର
͢ΔϓϥάΠϯ͋Δ͍͸ΤΫεςϯγϣϯϞδϡʔϧͱͯ͠ ͷ৘ใγεςϜʹ͍ͭͯͯ͠ڀݚ ͍· ɻ͢ͻͱ͜ͱͰ͑ݴ͹ɺ未དྷͷಓ۩΍௒
ೳྗΛϚδϝʹ૑Ζ͏ͱͯ͠ ͍· ɻ͢
·Λ͚ͭث͸ᚶ͚͠Ε͹αϯάϥεΛ͔͚ɺฉ͑͜ʹ͚͘Ε͹ิௌͪͨࢲ　 ɻͪͨ͢ࢲ͸ݱ実ੈքͷํ͑ݟɺฉ͑͜ํɺํ͡ײΛૢ作ɾ
ௐ੔͢Δ༷ʑͳಓ۩Λͯͬ࢖ ͍ΔͷͰ ɻ͢όʔνϟϧϦΞϦςΟ（73）ɺ֦ுݱ実（3"）ײɺίϯϐϡʔλϏδϣϯɺػցֶशɺੜମ৘ใ
ॲཧͳͲͱ͍༷ͬͨʑͳઌ୺ٕज़Λ͢࢖ۦΔ͜ͱͰɺΑΓࣗ由ࣗݱʹࡏ実ײΛૢ作͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢
͜͏ ͨ͠未དྷͷಓ۩Λ༻͍Δ͜ͱͰɺো֐ΛิͬͨΓɺ৽ͨͳೳྗΛ֫ಘͨ͠ΓɺਓؒͷՄೳੑΛແݶʹ֦͛Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͷͰ ɻ͢͜Ε
ʹΑΓɺͻͱΓͻͱΓͷ510ʹدΓఴͬ ʮͨύʔιφϥΠζυϦΞϦςΟʯΛఏ͠ڙɺΑΓศ利ʹɺΑΓշదʹɺ͋Δ͍͸ΑΓ安৺ͯ͠ ੜ
ͯ͠ࢦͰ͖Δ͜ͱΛ໨׆ ͍· ɻ͢͜͏ ͨ͠৘ใγεςϜΛ௨͡ ɺͯ͢΂ͯͷਓʑ͕ͦΕͧΕͷೳྗΛ࠷大ͯ͠شൃʹݶ ॿ͚合͏ɺΠϯΫϧʔ
γϒͳࣾձͷ実دʹݱ༩͍ͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟ· ɻࣨ͢ڀݚͷུশͰ͋ΔC"3&ʹ͸ɺਓΛέΞͯ͠ ·ΊΒΕ͍ͯࠐΓఴ͏ͱ͍͏ҙຯ΋د ɻ͢

ʲ۩ମతʹ͸ͲͷΑ͏ͳྫ͕͋Γ·͔͢ʁʳ
　ਓ΍ڥ؀ͷঢ়ଶΛ知Δηϯγϯάٕज़ɺ֮ײΛૢΔσΟεϓϨΠٕज़ɺಓ۩ͱਓͷؔΘΓํΛ͑ߟ
ΔΠϯλϥΫγϣϯٕज़Λ̏ͭͷபͱͯ͠ ɺ༷ʑͳڀݚ։ൃΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢

　ྫ͑͹ɺਓؒͷࢹ野ʹඖఢ͢Δ௒広ࢹ野).%ɺ؟ΛڽΒ͢ͱ஫ࢹ
Օ所͕ࣗಈతʹζʔϜ͢ Δΰʔάϧɺ実ࡍʹ͸ಈ͘͜ ͱͳ͘׈Β͔ʹࢹ
఺ΛมԽ͍ͤͯ͞ࠓΔ෦԰Λ্͔ΒோΊΒΕΔΰʔάϧɺपғͷਓΛ
小͘͞͠ ͯຬһిंͰ͋ͬͯ ΋ۭ͍ͯΔΑ͏ʹ͡ײΒΕΔΰʔάϧɺإ
ද৘Λڧௐͯ͠ ఻ΘΓ΍͕ͪ࣋͘͢ؾͷ͍ޓ͓ ͳΔϏσΦνϟοτͳͲ
Λ։ൃͯ͠ ͍· ɻ֮͢ࢹҎ֎ʹ΋ɺ͖޲Λม͑ΒΕΔྗڧͳϑΝϯΛ༻
͍ͯ෩ͷྗͰ໨త஍·Ͱ༠ಋͯ͠ ͘ΕΔφϏήʔγϣϯγεςϜ΍ɺͬ࠲
ͨ··ͳͷʹา͍͕֮ͨײಘΒΕΔϒʔπͳͲΛ։ൃͯ͠ ͍· ɻ͢
　ଞʹ΋༷ʑͳڀݚΛ実ͯ͠ࢪ ͍· ɻ͢ৄ͘͠͸ϗʔϜϖʔδ（IUUQ���
DBSFMBC�inGo�）Λ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

研究設備
　様々な).D、機械学習用ϋイΤンυࢉܭ機など

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
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ʲ共同研究ʳ
๛ా中ԝ研究所、TIS、ύφιχック、౦๺大学、֩融合科学研究所など

ʲ社会活動ʳ
日本όーチϟϧリΞリティ学会理事、IEEE VirtVal 3ealitZ SteerinH Committee .emberなど

ʲ֎෦ࢿ金ʳ
จ෦科学ল・科研費（基盤Aʷ̍ 、基盤Bʷ̏、基盤Cʷ̍ 、एखBʷ̍ ）など
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